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九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
紫
明
抄
抜
書
」

に

つ
い
て

田

坂

憲

二

二

九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館

に
、
素
寂

の

『
紫
明
抄
』

の
抄
出
本
が
蔵
さ
れ

て
い
る
。

『紫
明
抄
』

は
、
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
源
氏
物

語

の
注
釈

書

で
あ

り
な

が
ら
、

そ
の
伝
本

は
十
本
程
度
「

し
か
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
残
欠
本

か
残
存
本
「

し
か
報
告

さ
れ

て
い
な

い
た
め
、
新
た
な
伝
本

の
究
明
は
重
要

な
意
味
を
持

つ
。
当
該
本

は
、
墨
付

一
六
丁

の
小
冊
子

で
は
あ
る
も

の
の
、
そ

の
書

写
年
代

は
室
町
時
代
末
期
頃
か
と
推
測
さ
れ
、
『
紫
明
抄

』

諸
本

の
な
か

(注
1
)

で
は
、
比
較
的
古

い
も

の
に
属
す

る
。
更

に
、
そ

の
本
文
系
統
を
検
討
す
る
と
、

現
存

の
諸
伝
本

の
欠
落
を
補

う
こ
と

の
で
き

る
重
要
な
文
献

で
は
な

い
か
と
推

測

さ
れ
る
。

に
も
拘

ら
ず
、
当
該
資
料

は
従
来
正
面
か
ら
取
り
上
げ

て
論
じ
ら

(注
2
)

 れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ

る
の
で
、

こ
こ
に
改
め

て
考
察
を
加
え
る
所
以

で

あ

る
。
猶
、

以
下
本
稿

で
は
、
当
該
資
料
を
九
大
本
と
略
称
す

る
。

ま
ず
、
九
大
本

の
書
誌

に

つ
い
て
簡
略

に
記
し

て
お
く
。

原
本

は
、
縦

一
九

・
五
糎

×
横

一
五

・
四
糎

の
楮
紙
、
袋
綴
。
現
在
は
改
装

(原
本

に
合
紙
を
入
れ

て
補
修
を
し
、
天
地
共

に
約

二
糎
ほ

ど
大
き

く
し

、

同

寸
法

の
表
紙
を
付
す
)
。
墨
付
第

二
丁

オ
の

「
寺
尾
寿
蔵
書
」

印
が

、

原
本

と

合
紙

に
ま
た
が

っ
て
捺

さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
装
は
音
無
文
庫
主
寺
尾
寿

氏
、

も
し
く
は
そ
れ
以
前

の
段
階

で
な

さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

外
題
は
、
本

表
紙
左
肩

に

「源
氏
物
語
注
紫
明
抄
抜
書
」
と
墨
書
。
外
題
下
方

に

「
白
」
と

記
す
。
内
題

は

「□
氏
物
語
注
紫
明
抄
抜
書

桐
壺
」
と
あ
る
。
墨
付

一
六
丁
。

一
面
行
数

八
～

一
二
行
。
冊
子

の
後
半

に
進
む

ほ
ど
文
字
は
小
ぶ
り
と
な
り
、

行
数

も
増
加
す

る
。

二
丁

オ
か
ら
九
丁

ウ
に
か
け

て
、
上
部

の
ど

の
部
分

に
破

損
が
あ
り
、
第

二
丁

オ
は
特

に
は
な

は
だ
し
く
、
内
題
及
び
次
二
行

の
上
部
約

三
分

の

一
ぐ
ら
い
が
失

わ
れ

て
い
る
。
全
体

に
一旦
っ
て
若
干
の
虫
損
が
あ
る
が
、

八
丁
以
降

が
特

に
著
し

い
。

内
容

は
、
『
紫
明
抄
』

の
う
ち
、
桐
壺
巻
～
末
摘
花
巻

の

一
部

分
を

抄
出

し

=1=



た
も

の
。
注
釈
項
目
数

は
、
全
三
八
項
目
。
帖
末

に

「
す

ゑ

つ
む
花
ま

て
の
内

所

々
う

つ
し
と

ゝ
む
也
/
応
永
廿
五
卯
月
廿
五

日
」
と
記
す
。
実
際

の
書
写
年

代

は
応
永

二
五
年

(
一
四

一
八
)

よ
り
も
更

に
下
り
、
室
町
末
期
頃
か
。
朱

の

合
点

・
句
点

・
声
点
等
が
あ

る
。
又
、
若
干

の
異
文
校
合
が
あ
る
。
蔵
書
印

は

「
加
持
井
御
文
庫
」
「
寺
尾
寿
蔵
書
」
「
音
無
文
庫
」
、
他

に
九
州
大
学

の
蔵
書
昂

、

受
入
印
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
音
無
文
庫
本
。
函
架
番
号
、
五
四
五
ケ
二
二
。

図
書
館
備

え
付

け
の
カ
ー
ド
目
録

に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年

に
北
澤
彌
三
郎
を
介

し

て
九
州
大
学

に
入

っ
て
い
る
。

猶
、
九
大
本

は
、
外
題
下
方

に

「
白
」
と
記
さ
れ

て
い
る

こ
と
か
ら
、
近
衛

植
家
男
、
前
久

(前
嗣
)
弟

に
し

て
、
聖
護
院
門
跡

の
道
澄

(
白
は
道
澄

の
連

歌
名
)

の
旧
蔵
書

で
あ

る
こ
と
が
分
か

る
。
聖
護
院
道
澄
は
、
青
表
紙
本
系

大

島
本
夢
浮
橋
巻

の
書

写
者

で
も
あ

る
始

㍗

本
資
料
は
、
源
氏
物
語
享
受
史

の

上

で
も
、
貴
重

な
も

の
で
あ

る
と

い
え

よ
う
。
九
大
本
同
様

に
、
外
題

(
打
ち

付

け
書
、
又

は
題
籏
)
下
方

に

「
白
」
と
記
し

て
い
る
資
料

に
は
、
天
理
図
書

館
蔵

『源
氏
物
語
系
図
』

一
帖

(
九

=

二
、

三

六

ー
イ

一
L
墳

い
、

同
館

蔵

『
源
氏
物
語
帯
木
巻
』

一
冊

(九

一
三
、
三
六

ー
イ

一
六
九
)
、
同
館
蔵

『
源
氏

注
』

一
冊

(九

一
三
、

三
六

ー
イ

工
釜

い
等
が
あ
り
、
な
か

で
も
初
め

の
二

資
料

は
、
梶
井
宮

旧
蔵
本

で
あ

る
こ
と
も
九
大
本
と
共
通
し
、
伝
来
過
程
を
同

じ
く
す

る
も
の
と
し
て
興
味
深

い
も

の
で
あ

る
。
又
、
九
大
音
無
文
庫

(寺

尾

寿
氏

旧
蔵
書
)

に
は
、
同

じ
く
梶
井
宮

旧
蔵

の

『
伊
勢
物
語
集

注
」

(
五

四
五

イ

琳醍

い
十

冊
、
な

ど
が
含

ま
れ

て
い
る
。

三

 

ま
ず
、
九
大
本
が
ど

の
よ
う
な
内
容

で
あ

る
の
か
、
通
行

の

『
紫
明
抄
』

か

ら
ど
の
よ
う
な
項
目
を
抜
き
出
し

て
い
る
の
か
、
質
的

・
量
的

に
把
握

で
き
る

よ
う
に
、

一
覧
表

に
し
て
み
よ
う
。
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太
液
芙
蓉
未
央
柳

胸

こ
が

る
る
夕

べ

さ
る
べ
き
節
会

九
月
九

日
の
宴

中
河

の
わ

た
り

し

そ
き

て

な
め
げ
な

る

き

よ
ろ
し
き

お

ま
し
所

伏
屋

に
お

ふ
る
帯
木

伊
予

の
湯
桁

は
ら
か
ら

享

受

史

上

の
逸

話

〈注
本
文
ノ
ミ
〉

典
拠
典
拠
典
拠
地
名
考
察

漢
字
語
釈

漢
字
語
釈

漢
字
語
釈

漢
字
語
釈

典
拠
典
拠
語
釈

51
行
21
行
18
行
8
行
6
行

2
行

12
行
10
行
6
行

よ

り

て

こ

そ

そ
れ

か

と

も

み

め

(本
文
異
同
)
〈引
用
本
文
ノ
ミ
〉
6

行

昔
あ
り
け

ん
物

の
変
化

長
生
殿

の
古
き
た
め
し

い
ざ
よ

ふ
月

某

の
院

け

い
め

い
し

て

息
長
川

瑞
歯
ぐ
み

て

清
水

の
観
音

ふ
く

い
と
く
ろ
く

典
拠

〈注
本
文
ノ
ミ
〉

典
拠

〈注
本
文
ノ
ミ
〉

引
歌

・
語
釈

典
拠
語
釈
引
歌
語
釈
語
釈
享
受
史
上

の
逸
話

19
行
4
行
4
行
14
行
%
行
3
行
6
行
11
行
34
行
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夕
顔

72

若
紫
2354433736353327

 

末
摘
花

16444342343322

家
鳩

鹿

の
停
み
あ
り
き

松

の
と
ぼ
そ

命
だ
に

よ

の
ま
の
か
ぜ

ゆ
く
て
の
御
事

ふ
り
は

へ

く
ら
ぶ
の
山

む
さ
し
の
と
い

へ
ば

ひ
な

び
た
る

松

の
雪

の
み
あ

た
た
か
げ

に

梅

の
花

の
色

の
ご
と

三
笠
山

の
少
女
を
ば
捨

て
て

夢
か
と
そ
思

ふ

古
代

の
お
ば
君

平
中
が

そ
ら
な
き

(語
釈
)
〈引
用
本
文
ノ
ミ
〉

引

歌

引

歌

引

歌

引

歌
語
釈
語
釈
引
歌
引
歌
語
釈
典
拠
引
歌
典
拠
引
歌
語
釈
典
拠

2
行
2
行
4
行
2
行
3
行

2
行

2
行
4
行
2
行
9
行
2
行
7
行
3
行
2
行
6
行

○

で
囲

ん
だ
数
字
が
、
九
大
本

に
お
け

る
注
釈

の
項
目

の
通
し
番
号
。
巻
名

の
次

の
数
字

は
、
『
紫
明
抄
』
諸
本

の
各
巻
毎

の
通
し
番
号

で
あ
る
。

た
だ
し

諸
本

に
よ

っ
て
巻
毎

の
項
目
数

に
若
干

の
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
京
大
文
学
部

本
を
基
準

に
し

て
い
る
。

従

っ
て
、
九
大
本

の
第

一
項
目
は
、

『
紫
明

抄
』

諸

本

で
言
え
ば
、
桐
壺
巻

の
第
五
○
項
目
に
当

た
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

項
目
番
号

の
下
は
、
九

大
本

の
内
容

を
簡
潔

な
見
出

し
の
形

で
示
し
、
注
釈

内
容

に
よ

っ
て
い
く

つ
か
の
型
に
分
類

し
た
。
九
大
本

は
、
全

三
八
項
目
中

二

項
目
が
源
氏
物

語
よ
り
の
引

用
本
文

の
み
で
注
釈
部
分
が
な
く
、
ま
た
逆

に
二

項

目
は
源
語
原
典

の
本
文

が
な
く
注
釈
部
分

の
み

で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
そ

の
旨

略
記
し
た
。
特

に
、
前
者

に
お

い
て
は
注

釈
内
容

が
ど
の
よ
う
な
型

に
属
す

る

も

の
で
あ

る
か
は
不
明

で
あ
る
が
、

他

の

『紫

明
抄
』
諸
本
を
参
看
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
推
測
し

て

(

)
の
形

で
示
し
た
。
猶
、
最
下
欄

に
九
大
本

の
行

数
を
挙
げ
、
当
該
項
目
の
量
的
把
握

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

京
大
本

に
代
表

さ
れ
る

『紫

明
抄
』

の

一
般
的

な
形

で
は
、
末
摘
花
巻
ま

で

の
通
算
項
目
数
は
四
九

四
で
あ
る
か

ら
、
九
大
本

の
三
八
と

い
う
数
字

は
、
単

純

に
項
目
数

で
言

え
ば
約
七

・七
%
と

い
う
こ
と

に
な

る
が
、

九
大

本

は

『
紫

明
抄
』

の
注
釈

の
な
か
で
も
比
較
的
長
文

の
も

の
「

換
言
す
れ
ば
、
比
較
的

重
要
と
お
も
わ
れ
る
も

の
「

を
抜
き
出
し

て
お
り
、
分
量
的

に
は
約

一
割
程

度

と
み
て
よ
か
ろ
う
。

四

さ
て
、
九
大
本

の
抄
出
態
度

に
は
、
以
下

に
挙
げ
る
よ
う
な
特
徴
を
指
摘

す

る
こ
と
が

で
き

る
。

ま
ず
第

一
点
と
し

て
、
比
較
的
長
文

の
注

釈
が
抜

き
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
第

一
項
目

の

「太

液
芙

蓉
未
央
柳
」

の
五
七
行
、

三
丁
強

(
丁

数

で
九
大
本
全
体

の
約
五
分
の

一
)
に
も
及
ぶ
記
事
を
筆
頭

に
、
享
受
史
上

の

逸
話
や
出
典

・
典
拠
に
か
か
わ
る
も
の
を
中
心

と
し

て
、
十
行
以
上

に
亘

る
長

文

の
記
述
が
、
項
目
数

で
も
全

三
八
項
目
中
九
項
目
と
全
体

の
約

四
分

の

一
を

占
め

て
い
る
。

こ
れ
は
、

『紫
明
抄
』

の
原
本

よ
り
抄
出
す

る
以
上

、

重
要

性

の
高

い
も
の
を
中
心

と
す
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
当
然

の
帰
結

で
も
あ
ろ
う
。

特
に
、
享
受
史
上

で
の
逸
話
と
も
言
う

べ
き
も

の
に
言
及
す
る
、
第

一
項
目

と
第

二
二
項
目

(
ふ
く

い
と
く

ろ
く
)
を
あ
わ
せ

る
と
八
五
行

に
も
及
び
、

こ

の
二
項
目

だ
け
で
、
九
大
本
全
体

の
実

に
三
割
近
く

の
分
量
を
占
め

て
い
る

の

一3一



で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
項
目

は
、
源
光
行

・
親
行
ら
河
内
方

の
源
氏
学
が
、
藤
原

俊
成

か
ら
受

け
継

い
だ
正
統
な
も

の
で
あ

る
こ
と
を
言
挙
げ
し

て
い
る
部
分
を

含

ん

で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
意
味

で
は

『
紫
明
抄
』
中

の
最
重
要
項
目

で
あ
る
と

い

っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

猶
、

こ
れ
に
関
連

し
て
、
第

一
項
目

に

つ
い
て
、

い
さ
さ
か
述

べ
て
お
き
た

い
。
九
大
本

の
冒
頭
た
る

「太

液
芙
蓉
未
央
柳
」

の
項
目

は
、
実

は
源
語
原
典

よ
り

の
引
用
本
文
が
な

い
。
『
紫
明
抄

』

の
諸
本

で
は
、
「
ゑ
に
か
け

る
や
う
き

ひ
の
か
た
ち
は
」
云

々
の
二
百
字
前
後

の
源
氏
物

語
本
文
が
引
用

さ
れ
、

こ
れ

に
続
け

て

「
帰
来
池
苑
皆
依
旧
、
太
液
芙
蓉
未
央
柳
、
長
恨
寄
、
芙
蓉
、
荷

一

名
也
」
と
注
し
た
上

で
、
「
お
ほ
よ
そ
源
氏
物
語
と
い
ふ
物
あ

ま

た
あ

る
中

に

光
源
氏
物
語
と

い
ふ

は
」
以
下

の
記
述
が
続
く
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
大

本

は
、
「
ゑ
に
か
け

る
～
芙
蓉
、
荷

一
名
也
」

の
部
分

を
欠

い

て
い
る

の

で
あ

る
。
上
掲

の
如
く
、
九
大
本

は
、
第

=
二
～

一
五
、
二
三
項

目
で
も
、
引

用
本

文

・
注
本
文
を
欠

い
て
い
る
か
ら
、

こ
の
場
合
も
誤
脱

の
可
能
性

は
捨

て
き
れ

な

い
。

そ
の
場
合

は
、
巻
頭

の
誤
脱
と

い
う

こ
と

で
、

こ
の
項
目
の
前

に
、
更

に
別

の
項
目

の
あ

っ
た
可
能
性
も
出

て
く

る
が
、
恐
ら
く
誤
脱

で
は
な
い
の

で

は
な

か
ろ
う
か
。
次
項

で
述

べ
る
如
く
、
初
め

の
巻

ほ
ど
抄
出
さ
れ
る
項
目
が

少
な

く
、
桐
壺
巻

は
、

こ
の
項
目

の
み
と
考

え
る
ほ
う
が
自
然

で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
あ

え
て
、

「
お
ほ
よ
そ
源
氏
物
語
と

い
ふ
物
」
と

い
う
部

分

か
ら
書

き

始

め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
項
目

に

一
書

の
序

の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
せ

て

い
る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

第

二
点

と
し
て
、
巻
が
進

む
に

つ
れ

て
、
項
目
が
抄
出
さ
れ

る
割
合
が
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
『
紫
明
抄
』
諸
本

の
全
項

目

の
う

ち
、

九

大
本

で
は
何
項

目
が
抄
出

さ
れ
て
い
る
か
の
比
率
を
、
巻
毎

に
算
出
す
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。

桐
壺
帯
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花

一
一
三
項
目
中

一
項
目

一
七
五
項
目
中

九
項
目

二
二
項
目
中

一
項
目

八
五
項
目
中

一
二
項
目

五
五
項
目
中

八
項
目

四
四
項
目
中

七
項
目

○

、

九

%

五

、

一
%

四
、

五

%

一
四
、

一
%

一
四
、

五

%

一
五

、

九

%

桐
壺
巻
が
僅
か

一
項
目
、
帯
木

・
空
蝉
巻

が
五
%
前
後

で
あ

る
の
に
対
し

て
、

夕
顔
巻

で
は
約
三
倍

に
飛
躍
的

に
伸

び
、
若
紫

・
末
摘
花
巻

と
漸
増

し
て
い
る

こ
と
が
分
か

る
。
し
か
も
、
帯
木
巻
の
九
項

目
は
、
後

ろ
の
三
分

の

一
の
部
分

に
集
中
し

て
い
る

(
帯
木
巻

の
項
目
数
は

一
七
五
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
第

一

一
○
項
目
ま

で
は
九
大
本

に
は
全
く
採
ら
れ

て
い
な

い
)。

即

ち
、

桐
壺

巻
か

ら
、
帯
木
巻

の
三
分

の
二
の
部
分
ま

で
で
は
、
僅
か

一
項
目

だ
け
し
か
採

ら
れ

て
い
な

い
の
で
あ

る
。
勿
論
、

こ
れ
ら

の
部
分

に
重
要

な
注
釈

が
皆
無

と
い
う

わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
桐
壺
巻

の

「
十
二

に
て
御
元
服
」

「
し

ろ
き
お

ほ

う
ち

き
」

の
項
目
や
、
帯
木
巻

の

「
お
さ
お
さ
」
「
を
の
か
し

ゝ
」

の
項

目

な

ど
は

『
紫
明
抄
』
と
し

て
は
、
重
要
な
部
分

で
あ
ろ
う
。
そ
の

一
方

で
、
夕
顔

巻

以
降

は
、
抄
出
率
が
ぐ

ん
と
高
く
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
抄
出

の
姿

勢

に

一
貫
性
を
欠

い
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
な

い
。

こ
の
こ
と
は
、
九
大
本

は
最
終
的

に
き
ち

ん
と
整
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
草
稿
本
的

な
も

の
で
は

な

い
か
と
い
う
こ
と
を
推
測

さ
せ

る
も

の
で
あ

る
。

特
徴

の
第

三
点

は
、
抄
出
率
が
全
体

で
は
七

・七
%

に
と

ど

ま
る

に
も
か

か

わ
ら
ず
、
⑤
～
⑨

(帯
木

燭
～

㎜
)
、
⑮
～
⑱

(夕
顔
40
～
43
)
、
⑳

～
⑬

(
夕

顔
70
～
72
)
、
⑳
～
⑳
〉
(若
紫

35
～

37
)
、
⑳
～
⑳

(末
摘
花
42
～
44
)
と

い
う

よ
う

に
、

『
紫
明
抄
』
原
本

で
隣
接

し
て
い
る
も

の
を
ま

と
め

て
抜
き

出
す

こ

と
が
多

い
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

三

つ
以
上

の
項
目
が
ま
と
め

て
抄
出
さ
れ

て
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い
る

の
は
、
九
大
本

の
実

に
半
数

に
も
及
ぶ
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
抄
出
す

る
に
た
る
重
要
な
項
目
が
集
中

し

て
い
た
た
め

で
あ
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う

で
は
な

い
よ
う

で
あ
る
。
例

え
ば
、

第
六
項
目

か
ら
九
項
目

ま
で

「
し

そ
き

て
」
「
な
め
げ
な
る
」
「
き
よ
ろ
し
き
」

「
お
ま
し
所
」

と

い
う
、

主

に
漢

字
を
当

て
る
だ
け

の
簡
略
な
語
釈
が
続

き
、

こ

の
四
項
目

が
二
行

に
ま
と
め

て

記
さ
れ

て
い
る

の
だ
が
、

こ
れ
は
、
抄
出

す
る
際

の
親
本

た
る

『
紫
明
抄
』

の

二
行
分
を
そ

の
ま
ま
持

っ
て
き
た
と
思
し
い
。
事
実
、
京
大
本
、
内
甲

不
な
ど
、

大
部
分

の

『
紫
明
抄
』

の
写
本

で
も
、

こ
の
二
行

は
抄
出
本

で
あ

る
九
大
本
と

同
じ
よ
う
な
表
記
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
項
目

は
特

に
重
要
な

語
句
と

い
う
ほ
ど

で
も
な
く
、

こ
の
前
後

で
は
、

「中
神
」

の
考

察

や

「
こ
ゆ

る
き

の
い
そ
き
あ
り
く
」

「
と
は
り
ち
や
う
も
い
か
に
」

の
典

拠

の
指
摘

な
ど

の
方
が
、
抄
出
す
る
に
相
応

し
い
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
、
第
三

の
特

色
な
ど
は
、
巻
末

の

「所

々
う

つ
し
と

ゝ
む
也
」
と

い
う

文
言
と
も
相
侯

っ
て
、
本
書

の
草
稿
本
的
姿
勢
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か

と
思
わ
れ
る
。

と

こ
ろ

で
、
九

大
本

が
草
稿
本
的

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
九
大
本
が
草
稿

本
そ

の
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
必
ず

し
も
指
示
す

る
も

の
で
は
な

い
。

む
し
ろ
、
奥
書
に
言

う
応
永

二
五
年

と
い
う
の
は
、

こ
の
写
本

の
書
写
年
代
と

し

て
は
や
や
古
す

ぎ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
、

そ
の
意
味

で
は
、
九
大
本
は
転
写

本

で
あ
る
可
能
性

が
強

い
と
思

わ
れ

る
。

そ
の
可
能
性
を

一
層
補
強
す
る

の
が

第

一
三
、

一
四
項

目
の
例

で
あ

る
。

・
よ
り

て
こ
そ
そ
れ
か
と
も

み
め
た

そ
か
れ

に
ほ
の
　

み

つ
る
花

の
夕

か
ほ

一
・
大
和
国

に
お
と

こ
女
あ

ひ
す

み
て
と
し

こ
ろ
に
な
り

に
け
れ
と
、
夜

口
と
ま
り
て
ひ
る
は
見

る
こ
と
な
か
り
け
れ

は
、
女
と
し

こ
ろ

の
な

か
な
れ
と

い
ま
た
そ

の
か
た
ち
を
見
る
こ
と
な
し
と
恨

み
け
れ
は
、

男
あ
は
れ
か
り

て
、
我
か
た
ち
を
見

て
は
お
そ
る

ゝ
心
あ
る

へ
し
、

と

い
ひ
け
れ
は

(
中
略
)

・
恋
し
く
は
と
ふ
ら

ひ
き
ま
せ
ち
わ
や
ふ
る
三
輪

の
山

も
と
す
き

た
て

る
か
と

第

=
二
項
目
は
、
源
氏
物
語
本
文

よ
り

の
引
用
の
み
で
あ

る
が
、
夕
顔
巻
冒

頭
近
く
、
夕
顔

の
宿

の
女

に
興
味
を
持

っ
た
光
源
氏

が
送

っ
た
返
歌

で
あ

る
。

『
紫
明
抄
』
諸
本

で
は
、

「
此
寄
、
お
り

て
こ
そ
と
い
ふ
本

あ

り
、

そ

れ

こ
そ

よ
け
れ
」
云
々
と

い
う
本

文
異
同

に
関
す
る
注
記

が
あ

る
が
、
九
大
本

で
は
、

そ

の
注
釈
部

分
が
欠
落
し

て
、

見
出

し
に
あ
た
る
引
用
本
文

の
み
が
残

っ
た
形

で
あ
る
。

第

一
四
項
目
は
、
三
輪

山
伝

承
を
典
拠

と
し
て
指
摘
す

る
注
記

で
あ

る
が
、

こ
ち
ら
は
逆
に
、
源
語
本
文

の
引
用
が
な
く
、
注
釈
本
文

の
み
で
あ

る
。
従

っ

て
、
九
大
本

は
形

の
う
え
で
は
、

「
よ
り
て
こ
そ
」

の
本
文

(
=

二
項

目
)

の

注
釈
が

「大
和

国

に
」
以
下
の
三
輪
山
伝

承
の
典
拠

の
指
摘

(
一
四
項
目
)

の

よ
う

に
記
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。

一
体

、
物

語
の
注
釈
書

の
書

承
過
程

に
お
い
て
、
目
移
り
な
ど

の
た
め
、
前

項
目

の
見
出

し
に
次

の
項

目
の
注
釈

が
直
結

し
て
し
ま

う
と

い
う
こ
と
は
時
折

見
ら
れ
る

こ
と

で
船
魏
㌍

た
だ
し
そ
の
場
合

は
、
隣
接
す

る
項
目
と
直
結
す

る

例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
て
、
数
項
目
を
誤

っ
て
書
き
落
と
す
と

い
う

こ
と

は
ま

ず
あ
り
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
上
述

の
例

は
、
三
輪
山
伝
承
の
典
拠

の
指
摘
は
、

光

源
氏

が
夕
顔

の
許

に
通

い
始

め
、
素
顔
を
ち
ら

り
と
も
見
せ
な

い
そ
の
様
子

が

「
む
か
し
あ
り
け
ん
物

の
変
化
め
き

て
」
感
じ
ら
れ

る
と

い
う
場
面

の
注
釈

で
あ
り
、

「
よ
り
て
こ
そ
」

の
和
歌

の
場
面
と

は
時
間
的

に
も
大

き

く
隔

た

っ

て
い
る
。

『紫

明
抄
』

の
他

の
諸
本

で
も
、

こ
の
二

つ
の
項
目

は
、

一
一
項
目
、
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約

三
○
行
も
離
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、

こ
の
二

つ
の
項
目
を
誤

っ
て

一
つ
の
項
目

の
よ
う
に
書
写
し

て
し
ま

っ
た

の
は
、
『
紫
明
抄

』

の
完

本
か

ら

抄
出
す

る
過
程

に
よ
る
も

の
で
は
な

い
。
既

に
夕
顔
巻

の
二
二
項
目
か
ら
=
=

項
目

ま
で
が
省
略

さ
れ
、
第

二

一
項
目
と
三

二
項
目
が
隣
接
し

て
い
る
親
本
、

即
ち
抄
出
本
と
し

て
の
祖
本
、
も
し
く

は
そ
の
転
写
本
が
存
在
し
、
九
大
本
は

そ
の
本
を
書
本

(か
き

ほ
ん
)
と
し

て
成
立
し
た
も

の
で
あ
り
、
今
回

の
誤
脱

は
、
転
写

の
過
程

で
生

じ
た
と

み
な
す

の
が
も

っ
と
も
自
然

で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

五

上
述

の
ご
と
く
、
九
大
本

は
抄
出
本

で
か

つ
末
摘
花
巻
ま

で
の
残
存
本
、
し

か
も
原
本

で
は
な

く
転

写
本
な

の
で
あ

る
が
、

そ
の
本
文
系
統
を
仔
細

に
検
討

す

る
と
、
極
め

て
興
味
深

い
こ
と
が
分

か

る
。

論

述

の
都
合

上
、

現

存
す

る

『紫
明
抄
』

の
伝
本
を
系
当
別

に

一
覧
し

て
龍
粥
㌍

一
、
原
型
本
系
統

二

、

三

、

①
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本

(内
丙
本
)

内
閣
文
庫
本
系
統

①
内
閣
文
庫
蔵
十
冊
本

(内
甲
本
)

②
東
大
図
書
館
本

③
島
原
松
平
文
庫
本

④
龍
門
文
庫
本

⑤
神
宮
文
庫
本

京
都
大
学
本
系
統

①
京
大
文
学
部
本

完
本
、
抄
出
本

三
冊

若
紫
～
花
散
里
欠

同同同同

完
本

十
冊同同

五
冊同

十
冊

②
京
大
図
書
館
本

若
紫
～
花
散
里

・
玉
鍵
～
竹
河
欠

三
冊

③
内
閣
文
庫
蔵

一
冊
本

(内
乙
本
)

紅
葉
賀
以
下
欠

一
冊

④
慶
磨
義
塾
図
書
館
本

同

一
冊

⑤
鶴
見
大
学
図
書
館
本

若
紫

一
部
存

一
冊

(注

10
)

四
、
古
筆
資
料

①
伝
冷
泉
為
相
筆
夕
顔

・
若
紫
断
簡

内
乙
、
又
は
内
丙
本
に
近
似

⑧

同

若
紫
断
簡

内
丙
本
に
近
似

③

同

末
摘
花
断
簡

(龍
興
寺
蔵
)

内
乙
本
に
近
似

④

同

末
摘
花
断
簡

(陽
明
文
庫
蔵
)
内
乙
本
に
近
似

⑤
伝
後
二
条
院
筆
紅
葉
賀
断
簡

京
大
本
に
近
似

⑧
伝
烏
丸
光
康
筆
須
磨
断
簡

内
丙
本
に
近
似

㎝
伝
二
条
為
世
筆
残
巻

(藤
裏
葉
、
若
菜
上
～
鈴
虫

一
部
存
)

京
大
本
に
近
似

⑧
伝
世
尊
寺
伊
行
筆
竹
河
断
簡

京
大
本
に
近
似

働
伝
慈
円
筆
総
角
断
簡

ど
の
系
統
と
も

一
致
せ
ず

こ
こ
で
は
、
二
の
内
閣
文
庫
本
系
統
の
諸
本
が
共
通
し
て
若
紫
～
花
散
里
の
七

巻
を
欠
き
、
四
の
古
筆
断
簡
な
ど
を
も
っ
て
も
補
い
得
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

九
大
本
の
本
文
系
統
を
判
別
す
る
た
め
に
、
第

一
四
項
目

「昔
あ
り
け
ん
物

の
変
化
め
き
て
」
の
注
釈
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
。
校
異
に
取
り
上
げ
た
諸
本

は
、
原
型
本
系
内
丙
本
、
内
閣
文
庫
本
系
内
甲
本

・
龍
門
文
庫
本

・
神
宮
文
庫

本
、
京
大
本
系
京
大
文
学
部
本

・
京
大
図
書
館
本

・
慶
慮
義
塾
図
書
館
本
・
内

閣
文
庫
乙
本
で
あ
り
、
適
宜
略
称
を
用
い
て
い
る
。

・
夜
口

と
ま
り
て
ひ
る
は
見

る
こ
と
な
か
り
け
れ
は
、
女
、
と
し

こ
ろ
□
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な
か
な
れ
と

い
ま
た

そ
の
か
た
ち
を
見

る
こ
と
な
し
と
恨
み
け
れ
は
、
男

あ

は
れ
か
り

て
、

・
我
か
た
ち
を
見

て
は
お

そ
る
ゝ
心
あ
る

へ
し
、
と

い

ひ
け
れ

は
、

こ
の
女

の
い
ふ
や
う
、
た
と

ひ
か
た
ち
み

に
く
し
と

い
ふ
と

も
あ

ひ
み
ん
事
を
ね
か
ふ
と

い
ひ
け
れ

は
、
さ
ら
は
み
く
し
け

の
中

に
お

⑤

⑥

ら

ん
、
ね
か
は
く
は
汝

ひ
と
り

ひ
ら
き
み
よ
、
と

い
ひ

て
か

へ
り
ぬ
、

と

お
も

ひ
て

①

ナ
シ
ー
内
丙
。

こ
の
お
と

こ
1
京
文

・
京
図

・
慶

・
内
乙

・
内

甲

・
龍

・
神
。

②
と
し

こ
ろ

の
な
か
な
れ
と
「
内
甲

・
龍

・
神

・
内
丙

・
内

乙
。

ナ

シ
ー
京
文

・
京

図

・
慶
。

③

ナ

シ
ー

内
丙
。
内

甲

・
龍

・
神

(
「或
本

汝
」

と

の
傍
記

ア
リ
)

汝
ー
慶

・
京
文
。
京
図

(
「汝
」

は
補
入
)
。

④

こ
の
女

の
い
ふ
や
う
「
内
甲

・
龍

・
神
。

女

の
い
ふ
や
う
ー
京
文

・
京
図

・
慶
。

ナ

シ
「
内
丙
。

⑤
汝
ー
内
甲

・
龍

・
神

・
内
丙
。

お
の
れ
=
京
文

・
京
図

・
慶

・
内
乙
。

⑥
と
お
も

ひ
て
1
内
甲

・
龍

・
神
。

さ
て
1
京
文

・
京
図

・
慶

・
内

乙
。

ナ
シ
ー
内
丙
。

六

ケ
所

の
異
同
箇
所

に
お
い
て
、
京
大
本
系

の
諸
本
が
、

い
ず
れ
も
九
大
本
と

は

っ
き
り
と
対
立
す

る
本
文
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る

(
②

に
お

い
て
、

内
乙
本
が
九
大
本
と

一
致
す

る
が
、
内
乙
本
は
京
大
本

の
中

で
は
や
や
特
異
な

本
文
を
持

つ
場
合
が
あ
り
、

こ
の
場
合
も
内
閣
文
庫
本
系
統

の
本
文
と
接
触
し

た
可
能
性
が
あ
ろ
う
)
。
次

に
、
原
型
本
系
内
丙
本
は
、
①

の
よ
う

に
、

唯

一

九
大
本

と
共

通
形
態

を
取

る
場
合
も

あ
る
が
、

一
方

で
④
⑥

の
例

の
よ
う
に
独

自
の
形
態
を
取

っ
て
九
大
本

に
対
立
す

る
な

ど
、

や
や
特
殊
な
本
文

で
あ

る
。

こ
れ
ら
に
対

し
て
、
内
閣
文
庫
本
系

の
諸
本

(内
甲
本

・
龍
本

・
神
本
)

は
、

六
例
中

五
例

ま
で
、
九
大
本
と
完
全

に

一
致
す

る
本
文
を
持
ち
、

そ
の
親
近
関

係

は
極

め
て
明
白

で
あ
る
。

九
大
本

の
本
文

が
、
京
大
本
系
統

の
そ
れ
と

は
対
立
し
、
内
閣
文
庫
本
系
統

の
本
文

で
あ

る
見
通
し
が
立

っ
た
の
で
、
今
度
は
、
九
大
本
と
京
大
本

の
本
文

の
対
立

が
分
か

り
や
す

い
形

で
挙
げ

て
み
よ
う
。

次

に
掲
げ

る
の
は
、
第

一
項
目

「
太
液
芙
蓉
未
央
柳
」

の
中
か
ら
、
九
大
本

と
京
大
本

(文
学
部
本
を
代
表
と
し

て
掲
出
す
る
)
と

の
対
立
が
鮮
明
な
部
分

を
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ

る
。
カ

ッ
コ
内
は
同
じ
本
文

の
伝
本
名

で
あ
る
。

九

霧

司
筆
本

(内
丙
。
内
甲
・
龍
・
神

京

侍
従
大
納
言
行
成
卿

一
筆
本

(
京
図

・
慶

・
内
乙
)

九

専
使
と
は

(
内
甲

・
龍

・
神

・
内
丙

・
内

乙

・
慶
)

京

専
使
と

(
京
図
)

九

整
傍
御
方

(内
甲
・
龍

・
神
)

京

整
暁
餅
方

(京
図
・
慶
)

九

み
や
こ
に

(内
甲

・
龍

・
神

・
内
丙
)

京

み
や
こ
の

(京
図

・
慶

・
内
乙
)

愚
本
も
イ

九

素
寂
か
本
も

[
傍
書

ナ

シ
]
)

女

三
宮

の
御
方

(内

乙

・
内
丙
)

(内

甲

・
龍

・
神

。

内

丙

[傍

書

ナ

シ
]
)
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京

愚
本
も

(京

図

・
慶

・
内

乙

)

こ
こ
で
も
、
内
乙
本
と
内
丙
本

が
や
や
中
間
的
な
形
態
を
取

る
が
、
内
閣
文

庫
本
系

の
諸
本

は
、
常

に
九
大
本
と
共
通
異
文
を
形
成
し
、
京
大
本
系
と

は
対

立

し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

他

に
も
、
②
帯
木

m
の
、

「神

お
ほ
す
」

(九

・
内
甲

・
龍

・
神
)
↑
↓

「
お

ほ
す
」

(京
文

・
京
図

・
慶

・
内

乙

・
内
丙
)
、

「
ほ
む
ら
」

(
九

・
内

甲

・

龍

・
神

・
内
丙
)
↑
↓

「
ほ
の
ほ
」

(京
文

・
京
図

・
慶

・
内

乙
)

や
、
⑰
夕

顔
42
の

「
問
云
、
某
院

何
所
哉
、
答

云
、
若
河
原
院
欺
」

(九

・
内
甲

・
龍

・

神

・
内
丙

)
↑
↓

「
問
、
某
院
何
所
哉
、
答
、
某
院
若
河
原

院
欺

」

(
京

文

・

京
図

・
慶

・
内

乙
)

の
例
な
ど
が
あ
り
、
九
大
本

は
、
内
閣
文
庫
本
系

の
本
文

を
有
し

て
い
る
と
断
定

し

て
よ

い
。

上
述
し
た
如
く
、
内
閣
文

庫
本

系

の

『紫

明
抄
』

は
、
諸
伝
本
共
通

し
て
、

若
紫
巻
～
花
散

里
巻
の
部
分
を
欠

い
て
い
る
。

従

っ
て
、
九
大
本

が
、
内
閣
文

庫
本
系

の
伝
本

で
あ
る
な
ら
ば
、
若
紫
巻

の
八
項
目
と
末
摘
花
巻

の
七
項
目

の

計
十
三
項
目
は
、

こ
れ
ま

で
全
く
知
ら
れ

て
い
な
か

っ
た
内
閣
文
庫
本

の
本
文

を
伝
え
る
も

の
で
あ
り
、
従
来
京

大
本
系
の
本
文
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ

た

こ
の
部
分

に
お

い
て
、
貴
重
な
対
校

資
料

と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
紫
巻

「
し
か

の
た

ゝ
ず
み
あ
り
く
」

の
項

目

で
、
現
存

『紫
明

抄
』
は
全

て
、
引
歌
と
し

て
万
葉
集

の

「
春
な
れ
は
す
か
る
な
る
の

ゝ
郭
公

ほ

と
　

い
も

に
あ
は
す
き

に
け
り
」
を
挙
げ
る
○
更
に
、

内
乙
本

の
み
、

そ
の

後

に
細
字

で

「
す
か
る
は
若
鹿
を
云
也
」
と
記
し
、

内
乙
本

の
独
自

異
文

か
と

考
え
ら
れ

て
き
た
が
、

こ
の
部
分
は
九
大
本

に
も
存
し
、
内

乙
本

の
本
文

は
、

恐
ら
く

は
内
閣
文
庫
本
系

の
本
文
と

の
接
触
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
推

測

す

る
こ
と
が

で
き

る
。

又
、
末
摘
花
巻

「
ゆ
め
か
と
そ
お
も
ふ
」

の
項
目

で
は
、

「
わ

す
れ

て
は
夢

か
と
そ
お
も
ふ
思

ひ
き
や
雪
ふ
み
わ
け

て
君
を
み
ん
と
は
」

「
変

態
績
紛

神

又

神
、
新
声
宛
転
夢
非
夢
」

の
和
歌
と
漢

詩
を
挙
げ
る
が
、
内
乙
本

の
み
、
前
者

に
は

「
古
今
、
業
平
」
後
者

に
は

「
長
恨
歌
」

の
出
典
注
記
が
あ

っ
た
が
、

こ

れ
も
又
、
九
大
本
と
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
出
典
注
記
が
、
転

写

の
過
程

で

脱
落
す
る

こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
二

ヶ
所
揃

っ
て
追

補
さ
れ
る
と
い
う
こ

と

は
偶
然

の

一
致
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
ら
、

こ
こ
も
九
大
本

と
内
乙
本

と
の

間

に
系
統
上

の
関
連
を
見
出
だ
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
項
目

の
中

で
、
京
大
本
系
と

の
間

で
最
も
長
文

の
異
同
が
存
す
る

の
は
、
末
摘
花
巻

々
末
近
く

の
平
中
説
話
を
引
用
し

て
い
る
部

分

で
あ
る

(
九

大
本
第
三
八
項
目
)
。

こ
の
部
分
、
九
大
本

・
京
大
本
系
共

に
、
「
御
す

ゝ
り
の

か
め

の
水

に
み
ち

の
く

に
か
み
ぬ
ら
し

て
の
こ
ひ
給

へ
は
、

へ
い
ち
う
か
や
う

に
い
う
と
り
く
は

へ
給
な
」
云

々
の
源
氏
物
語
本
文
を
引
用
す
る
が
、
京
大
本

系

の

『
紫
明
抄
』

で
は
、
「
我

に
こ
そ

つ
ら
さ
は
君
か
見
す

れ
と

も
人

に
す

み

つ
く
か

ほ
の
け
し
き
よ

(
「
平
仲
妻
嵜
」
と
詠
者
名
を
細
字

で
記
す
)
」
の
和

歌

を
掲
げ

る
の
み

で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
の
部
分
は
、
引
歌

の
注
記

で
は
な

い
の

で
あ

る
か
ら
、
京
大
本

の
よ
う
な
本
文

で
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

と

こ
ろ
が
、
九
大
本

で
は
、
右

の
平
中

の
妻

の
和
歌

に
続
け

て
、
言
わ
ば
左
注

の
よ
う
な
形

で
、
詠
歌
状
況

の
説
明
を
行
な

っ
て
い
る
。

へ
い
ち
う
み

る
め

こ
と

に
な
く
け
し
き
を
み
せ
ん
と

て
、
す

ゝ
り
口
か
め

に
水
を

い
れ

て
め
を

ぬ
ら
し
け
る
を
、
女
心
え

て
そ

の
か
め

に
す
み
を
入

た
り
け

る
を
し
ら

て
、
れ

い
の
や
う

に
し

て
か

へ
り
た
り
け
る
を
み

て
、

と
あ

り

平
中
説
話
と
し

て
は
、
最
も
人

口
に
謄
灸
し
た
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
述
を

抜

き
に
し
て
、
京
大
本
系

の
よ
う

に
平
中

の
妻

の
和
歌
を
挙
げ
る
だ
け

で
は
、
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こ
の
部
分

の
注
釈
と
し

て
は
や
や
舌
足

ら
ず

で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、

こ
の
説
話

の
本
文
は
、
早
く

に
世

尊
寺

伊
行

の

『源
氏
釈
』

が
掲
出

し
、
『
異
本
紫
明
抄
』

な
ど

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
素
寂

が
気
付

か
な
か

っ
た
は
ず

は
な

い
。

恐
ら
く
は
、
九

大
本

の
よ
う
な
形

が

『紫
明
抄
』

の
本
来
的
な
も

の
で
、
京
大

本
系

の
本
文

は
誤
脱

か
何
に
よ

っ
て
、
和
歌

の
み
が
残

っ
た
と

い
う
事
情

で
も

あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
内

閣
文
庫
本
系

の
若
紫

・
末
摘
花
巻

の
本
文
を
伝
存

さ
せ

て

い
る
九
大
本

は
、
様

々
な
問
題
を
提
起
す

る
も

の
で
あ

る
。

リL
ノ、

 

本
節

で
は
、
九
大
本

を
め
ぐ

っ
て
、
残

さ
れ

た

一
、

二
の
問
題

に

つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

ま
ず
、

九
大
本

に
見
え
る
異
文
校
合

は
、
ど

の
よ
う
な
本
と

の
校
異

で
あ

る

の
か
に

つ
い

て
考

え
て
み
た
い
。

九
大
本

に
は
、

一
三
箇
所

に
亘

っ
て
、
異
文

の
表
記
が
細
字

で
な
さ
れ

て
い

る
。

そ
れ
ら

の
多

く
は
次

の
例

の
よ
う
に
、
九
大
本

が
独
自

の
本
文

で
、
文
意

か
ら
い

っ
て
も
、
傍
書

さ
れ

て
い
る
異
文

の
本
文
を
採
用
し
た

ほ
う
が
妥
当
な

も

の
で
あ
る
。

し
た
か
ひ

つ
か
え
た
る
親
行

ひ
と
り

(①
桐
壺

50
)

う
れ
し
か
り
し
と

(⑪
空
蝉

10
)

傍
書

を
除

い
た
九
大
本

の
よ
う
な
本
文

は
、
他

の

『
紫
明
抄
』
諸
本

に
は
見
ら

れ
ず
、
内
容

か
ら
言

っ
て
も
、
前
者

は

「
し

た
か

ひ

つ
か
え
た

る
も

の
た

ゝ
親

行
ひ
と
り
」
、
後
者

は

「
う
れ
し
か

り
し
か
」

の
形
が
自
然

で
あ

る
。

こ
れ
ら
以
外

に
、
対
校
本
文
を
あ

る
程
度
推
測

で
き
る
例
が
若
干
あ
る
が
、

そ
れ
ら

の
全

て
に
当

て
は
ま
る
対
校
資
料
を
決
定
す
る
ま

で
に
は
至
ら
な

い
。

代
表
的
な
も

の
と
し

て
、
以
下

の
三

つ
の
型
を
挙
げ
る

こ
と
が

で
き
る
。

1
、
異
文
が
京
大
本

の
本
文

で
あ
る
場
合
。

⑱
夕
顔
43

の

「
け

い
め

い
し

て
」

の
項
目

で
、
『
紫
明
抄

』

諸
本

は
、

用
例

と
し

て

『
遊
仙
窟
』
を
挙
げ
る
が
、
九
大
本
は
、

こ
の
書

名
に
朱

で
合
点
を
付

し

て

「
イ
」
と
記
す
。
「
イ
」

の
位
置
か
ら
考

え

て
、

こ
の
合
点

は

『遊
仙
窟
』

と

い
う
書
名

に
付
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
合
点
そ

の
も

の
に
付

け
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る

べ
き

で
あ
る
。
九
大
本

で
は
、
項
目

の
文

頭
や
、
出
典

な
ど
の
固
有

名
詞

に
合
点
を
付
す

こ
と
は
極
あ

て
自
然

に
見
ら
れ
る
が
、
異
文
表

記
と
組

み

合
わ
せ
ら
れ

て
い
る

の
は
他

に
な
く
、

特
異
な
例

で
あ
る
。

そ
こ
で
他
本
と
比

較
し

て
み
る
と
、
京
大
本
系

の
諸
本

(
た
だ
し
内
乙
本
を
除

く
)
が

『遊
仙
窟
』

に
合
点
を
付
し

て
い
る

の
に
対
し

て
、

内
閣
文
庫
本
系

の
諸
本

は
合
点
を
持

た

な

い
。
即
ち
、

こ
の
合
点

の
異
文

表
記
は
、
京
大
本
系

と
の
校
異
を
示

し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
同
様

の
例

は
、
前
節

で
引

用
し
た
①
桐
壺

50
の

「轟

「魏

が
本
」

な
ど
が
あ
る
。
九
大
本
が
内
閣
文
庫
本
系

の
本
文

で
あ
る
以
上
、
校
異
と
し

て

掲
げ
ら
れ
る

の
が
京
大
本
系

の
本
文

で
あ
る
の
は
、

あ
る
意
味

で
は
当
然

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

2
、
異
文
が
京
大
本
系
の
本

文
で
は
な
い
場
合
。

①
桐
壺
50

の

「
太
液
芙
蓉
未
央
柳
」

の
項
目
中

に
、
左
記

の
よ
う
な
も

の
が

あ
る
。曾
イ

ム
カ
シ
ノ

暮
年

に

こ
の
部
分
内
閣
文

庫
本
系

・
京
大
本
系

の
大
部
分

の
伝
本
が

「
暮
年
」

の
本
文

で
あ
り
、
「
曾
年

」

の
本
文

は
、

わ
ず

か
に
原
型
本
系

の
内

丙
本

と
、

京
大

本

系
な
が
ら
内
閣
文
庫
本
系

と
の
中
間
的
本
文
と

い
わ
れ

る
内
乙
本
と

に
の
み
見

=9一



ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。
従

っ
て
こ
の
部
分

の
校
異
は
、
内
丙
本
も
し
く
は
内

乙

本

の
系
統

の
伝
本
を
対
象
と
し

て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
特
異
な

本
文
も
異
文
と
し

て
掲
げ

て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

3
、
異
文
が
現
存
す
る

『
紫
明
抄
』

の
全
伝
本
と
一

致
す
る
場
合
。

⑳
若
紫

43

の

「
く
ら

ぶ
の
山
」

の
項
目

で
は
、
引
歌
と
し

て
次

の
和
歌
が
掲

出

さ
れ

る
。

か
へ
る
へ
ら
な
り
イ
拾
遺

す

み
そ
め

の
く
ら
ま

の
山

に
い
る
人
は
た
と
る
　

も
か

へ
り
き
な

ゝ
ん

こ
の
部
分
、
『
紫
明
抄
』

の
他

の
伝
本

で
は
、
全

て

「
か

へ
る

へ
ら
な

り
」

の

形

で
あ

っ
て
、
し
か
も
内
丙
本
を
除
く
諸
本
は

「
拾
遺
」
と

い
う
集
付
も
持

っ

て
お
り
、

こ
の
校
異

は
、
『
紫
明
抄
』

の
他
本
と

の
異
同
を

示

し
た
も

の
と

考

え
ら
れ

る
。

引
歌
と
し

て
掲
げ

ら
れ

る
こ
の
和
歌
は
、
『
後
撰
集
』

一
二
、

恋

四
、

八

三

二
の
平
中
興
女

の
も

の
で

(他

に

『
大
和
物
語
」

一
○
五
段
、

『
古
今

和
歌

六

帖
』
八
八

四
に
も

ほ
ぼ
同
形

で
見
え

る
)
、
『
後
撰
集
』

で
は
、
第
五
句
は
九
大

本
同
様

「
か

へ
り
き
な

ゝ
ん
」

で
あ

る
。

こ
の
引
歌
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、

伊
行

の

『源
氏
釈
』

で
あ
る
が
、
『
源
氏
釈
』

の
二
次
本

た

る
前

田
家

本

で
は

第

五
句

「
か

へ
り
き
な

ゝ
ん
」

と

『
後
撰
集
』
と
同
じ
形
を
と

る
も

の
の
、

一

次
本

の
書
陵
部
本

で
は

「
か

へ
る
べ
ら
な

り
」
と
あ

っ
て
、

『
源

氏
釈
』

の
段

階

か
ら
揺

れ
が
あ

る
こ
と
が
分

か
る
。
現
在

の

一
次
本
と

二
次
本
が

『
源
氏
釈
』

の
生
成

過
程
を

そ
の
ま
ま
反
映

さ
せ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
伊
行

は
最
初

に

「
か

へ
る

べ
ら
な
り
」

の
形

で
引
用

し
た
あ
と
、
『
後
撰
集
』

の
本
来

の
形

に
訂

正

し
た
と
い
う
こ
と

に
魔
雛
㌍

し
か
し
、
後
代

の
注
釈
書

に
継
承
さ
れ
た

の
は
む

し
ろ

「
か

へ
る
べ
ら
な
り
」

の
本
文

で
あ

り
、
『
奥
入
』
『
紫
明
抄
』
『
河
海
抄
』

『
孟
津
抄
』

『眠
江
入
楚
』

な
ど
、
主
要
な
注
釈
書

は
全

て
こ
の
形

で
麓

娩
㌍
更

に
、

こ
の

「
か

へ
る

べ
ら
な
り
」

の
和
歌

の
出
典
を

『
拾
遺
集
』
と
す
る
の
は
、

『紫

明
抄
』

が
初
出

で
あ

る
よ
う
で
、

こ
の
集
付
も
含
め

て

『
河
海

抄
』

以
下

に
引

き
継

が
れ
て
い
る
。

た
だ

し
、
『
拾
遺
集
』

(『
拾
遺
抄
』

も

含
め

て
)

に

は
該
当
歌

は
な
く
、

謬
説

が
注
釈
史

の
流

れ
の
な
か

に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
趨
勢

の
中

で
、
九
大
本

が

「
か

へ
り
き
な

ゝ
ん
」
と

い
う
、
引

歌

と
し
て
正
確

な
本
文
を
掲
げ

て
い
る

こ
と
は
注

目

さ
れ

よ
う
。

し

か
も
、

「
か

へ
る

べ
ら
な
り
イ
拾
遺
」

と
し
て
校
異
を
掲
げ

て
い
る

こ
と

か
ら
、

こ

の

よ
う
な
注
釈
書

の
上

で
の
流
布

し
て
い
る
本
文

の
存
在
を
知

っ
た
上

で
、
あ
え

て

『後
撰
集
』

の
本
来

の
形
を

と

っ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、

そ
こ
に
は
確
固

た
る
意
志

の
よ
う
な
も
の
を
読

み
取

る
こ
と
が
で
き

る
。

猶
、
中
世

の
注
釈
書

の
中

で
は
、

『異
本
紫
明
抄
』
が

「
か

へ
り
き
な

ゝ
ん
」

の
本
文

を
持

っ
て
お
り
、

あ
る
い
は
九
大
本

な
ど
と
何

ら
か

の
関
連
が
あ

る
の

か
も
し
れ
な
い
。

『
異
本
紫

明
抄
』

は
、
前
節

で
取

り
上
げ

た
、

末
摘

花
巻

の

平
中
説

話

の
注

釈

で
も
、
九
大
本

に
近

い
本
文
を
持

っ
て
お

り
、
両
者

の
関
係

は
、
更
に
追
求

す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次

に
、
現
存
の
九
大
本

が
末
摘
花
巻

ま
で
で
終

わ

っ
て
い
る
こ
と

に

つ
い
て

考
え

て
み
よ
う
。

ま
ず
、
九

大
本
は
本
来

ど
の
巻
ま
で
存

し
て
い
た
の
か
と

い
う
問
題

で
あ
る
。

即
ち
、
九
大
本

は
当

初
よ
り
末

摘
花
巻

ま

で
し
か
な
か

っ
た
の
か
、
あ

る
い
は

他

の

『
紫
明
抄
』
同
様
、

夢
浮
橋

ま
で
完
備

し
て
い
た
も

の
が
、
何
ら
か

の
理

由

で
紅
葉
賀

巻
以
降
が
伝
来

の
過
程

で
失

わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
と

い
う

こ

と

で
あ
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
は
、
前
者

の
可
能
性

が
極

め
て
強

い
で
あ

ろ
う
。

そ
れ
は
、
上
述
し
た
如
く
、
九

大
本

は
草
稿
本
的
色
彩

が
極
め

て
濃
く
、
全
体

を
見
通
し

て
の
著
述
と
は
考
え
に
く
い

こ
と
、
更

に
、
帖
末

に

「
す

ゑ

つ
む
花

ま

て
の
内
所
々
う

つ
し
と

ゝ
む
也
」

と
い
う
識
語

が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と

に
よ
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る
。で
は
、
九
大
本

は
、
何
故
末
摘
花
巻

ま
で
の
抄
出
本
な

の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
に
対

す
る
答

え
と
し

て
は
、
九
大
本
-

厳
密

に
言

え
ば
九
大
本

の
よ

う
な
抄
出
形
態
と

な

っ
た
本

の
祖

本

が
抄
出

す

る

に
際

し

て
依
拠

し
た

『紫
明
抄
』

の
巻

冊
の
切

れ
目

が
末
摘
花
巻

で
あ

っ
た
と
す

る

の
が
、

最

も
自

然

で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
紫
明
抄
』

の
巻

の
分

け
方

は
、
巻

一
に
ど

の
巻

ま

で
を
含

め

る
か
に
よ

っ
て
、
諸
本
間

に
小
異
が
あ

る
。
京
大
本
系

の
中

で
も
、
京
大
所
蔵

の
二
本

は
巻

一
が
夕
顔
巻

ま
で
、
慶
慮
本

・
内
乙
本
が
末
摘
花
巻
ま

で
と
な

っ

て
い
る
。

こ
の
巻
冊

の
分

け
方
が
各
本

の
残
存
状
況
と
連
動
し

て
お
り
、
京
大

図
書
館
本
は
巻

一
の
桐
壺
～
夕
顔
巻
が
残
盤

W
慶
慮
本
・
内
乙
本
は
、
共
に

巻

一
の
み
の
残
存
本

で
あ

る
が
、

こ
ち
ら
は
末
摘
花
巻
ま

で
残

っ
て
い
る
。

一
方
、
内
閣
文
庫
本
系

で
は
全
伝
本
が
、
巻

一
が
桐
壺
～
末

摘
花
巻
、
巻
二

が
紅
葉
賀
～
花
散
里
巻

で
あ
り
、
京
大
本
系

の
慶
磨
本
な
ど
と
同
じ
形
を
と

っ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
内
閣
文
庫
本
系

の
諸
本
は
全

て
若
紫
～

花
散
里
巻
を
欠

い
て
お
り
、

こ
れ
は
巻

一
の
後
半

(
量
的

に
は
約
四
分

の

一
強

)
と
巻
二

に
該

当
す
る

の
で
あ
る
。
巻
冊

の
分
け
目
と
残
欠
状
況
が

一
致
し
な
い
の
は
奇
妙

な

こ
と

で
、
諸
本
共
通
し

て
巻

一
の
後
ろ

の
部
分
が
脱
落
す
る
と
い
う
の
は
不
自

然

で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

恐
ら
く
、
内
閣
文
庫
系

の
祖
本
は
、
今
日

の
内
閣
文
庫
本
系

の
諸
本

の
形

と

は
異
な

っ
て
、
京

大
本
系

の
よ
う

に
夕
顔
巻
ま

で
を
巻

一
と
し
て
い
た
か
、

よ

し
ん
ば
巻
の
切
れ
目
は
末
摘
花
巻
で
あ
る
と
し
て
も
、
分
量
の
灘

で
冊
子
の

分
け
目
は
夕
顔

と
す
る
伝
本

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
形

の
本

で
第

二
分

冊
に
あ
た
る
若
紫
～
花
散
里

の
部
分

が
欠
脱
し

た
も

の
か
ら
、
今

日

の
内

閣
文
庫
本

は
派
生

し
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
内
閣
文

庫
本

に
は
、
実
際

に
末
摘
花
巻

で
巻
冊

の
切
れ
目

の
あ
る
本

は
確
認
す
る
こ
と

が

で
き
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
お

い
て
、

九
大
本

は
、
内
閣

文
庫
本
系

の
中

で
、
唯

一
桐
壺
か
ら
末
摘
花
巻
ま

で
が

一
ま
と
ま
り

で
あ
る
伝

本

の
姿
を
伝
え

て
い
る
わ
け

で
、

こ
の
意
味

で
も
貴
重

な
資
料

と
い
え
よ
う
。

七

以
上
見

て
き
た
よ
う

に
、
九
大
本

『紫
明
抄
抜
書
』

は
、
全

一
六
丁
、
三
八

項
目

に
留
ま
る
小
冊
子

で
は
あ
る
が
、
今

日
で
は
失
わ
れ

て
し

ま

っ
て
い
る
内

閣
文
庫

本
系

の
若
紫

・
末
摘
花
巻

の
本
文
を

一
部
伝
え

る
も

の
で
あ

り
、
貴
重

な
資
料

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
書
写
年
代
も
比
較
的
古
く
、
ま
た
異
文
校
合
や

巻

冊
の
分

け
方

な
ど
を
通

し
て
、
現
存

の
九
大
本

の
背
景
を
も
含
め

て
、
様
々

な
問
題
提
起
を

し
て
く
れ

る
も

の
で
あ

る
。
更

に
、
大
島
本
源
氏
物
語
夢
浮
橋

巻

の
書

写
者

で
あ
る
聖
護
院
道
澄

の
所
持
本

で
も
あ
り
、
源
氏
物
語
享
受
史
上

で
も
興
味
深

い
文
献

で
あ

る
。

注

(注
1
)
『紫
明
抄
』
諸
本
の
う
ち
、
書
写
年
代
が
南
北
朝
期
頃
ま
で
の
も

の
に
、
慶
慮

義
塾
図
書
館
本

・
鶴
見
大
学
図
書
館
本

・
京
都
大
学
文
学
部
本
が
あ
り
、
更
に
京
都

大
学
図
書
館
本
が
応
永
十
七
年
の
書
写
で
あ
る
。
九
大
本
は
こ
れ
ら
に
続
き
、
内
閣

文
庫
蔵

一
冊
本

(内
乙
本
)
や
東
大
図
書
館
本
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
り
、
内
閣
文
庫

蔵
三
冊
本

(内
丙
本
)
・
内
閣
文
庫
蔵
十
冊
本

(内
甲
本
)

・
神
宮
文
庫
本

・
龍
門

文
庫
本

・
島
原
松
平
文
庫
本
よ
り
は
、
書
写
年
代
が
古
い
。
又
、
古
筆
資
料
の
類
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
九
大
本
よ
り
は
古
い
。

(注
2
)
九
州
大
学
開
学
記
念
貴
重
文
物
展
観

〈源
氏
物
語
の
本
〉

(平
成
六
年
)
に
展

示
さ
れ
、
そ
の
折
り
の
解
説
目
録
で
は
簡
潔
な
が
ら
的
確
に
解
題
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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(
注
3
)
聖
護
院
道
澄
と
そ
の
叔
父
道
増
が
、
吉
見
正
頼
の
依
頼
で
、
飛
鳥
井
雅
康
筆
源

氏
物
語
五
四
帖
の
う
ち
、
夢
浮
橋
巻
と
桐
壺
巻
を
書
き
改
め
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

池
田
亀
鑑

『源
氏
物
語
大
成
』
研
究

・
資
料
編

(昭
和
三
○
、
初
出
は

『文
学
』
昭

和
九

.
十
)
、
拙
稿

「大
島
本
源
氏
物
語
を
め
ぐ

っ
て
ー

そ

の
伝

来
過

程
を

中
心

に
「

」

(『香
椎
潟
』

33
、

昭
和
六

三

・
一
二
)
、
柳
井
滋

「大
島

本
源

氏
物

語

の

書
承
と
伝
来
」
新

日
本
古
典
文
学
大
系

『源
氏
物

語
』

一
、

(平
成
五

)

等

に
詳
し

い
。

(注
4
)
同
書
は
、
天
理
図
書
館
開
館
六

一
周
年
記
念
展
図
録

『王
朝
物
語
の
世
界
-

源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺
』

(平
成
三

・
十
)

に
写
真
版
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

(注
5
)
内
容

は

『紫
塵

残
幽
』

で
あ
る

(伊
井
春
樹

『源
氏
物
語
注

釈
史

の
研

究
』
昭

和
五
五
)。
猶
、
『
源
氏
物
語
に
関
す
る
展
観
書
目
録
』

(昭
和
七
)

二
三
頁

の

「
源

氏
注
、
道
澄
所
持
本

、
自
筆
欺

一
冊
」

と
あ
る
の
は
、
本
書

の
こ
と
か
。

(注
6
)
同
書

に
は
、
他

に

「
円
融
蔵
」

「盛
胤
之
印
」
(梶
井
宮
盛
胤
法
親
王
)

の
印

が

捺
さ
れ
て

い
る
。

(「
第
10
回
中
央

図
書
館
貴
重
文
物
展
観
目
録
ー
伊
勢
物
語

と
そ
の

注
釈
書
」
九
州
大

学

『
大
学
広
報
』

四
三
四
、

一
○
頁
、
昭
和
五
七
年

二
月
)

(注
7
)
例
え
ば
、
帯
木
巻
の
項
目
数
は
、

原
型
本
系
内
丙
本

で
は

二
二
一二
、
京
大
本
系

京
大
文
学
部
本

で
は

一
七
五
、
内
閣
文
庫
本
系
内
甲
本

で
は

一
七
七

で
あ
る
。
抄
出

本

で
あ
る
内
丙
本

の
項
目
数
が
少
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
が
、
京
大
本
系

と
内
閣
文

庫
本
系
も
巻

に
よ

っ
て
は
項
目
数

に
小
異
が
あ
る
。

(注
8
)
『紫
明
抄
』

の
例

で
言

え
ば
、
内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本

(内
丙
本
)

な

ど

に
は
、

そ

の
よ
う
な
例
を
多
く
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

(注
9
)
原
型
本
系
統
を
立

て
る

こ
と

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『水
原
抄
』

か

ら

『
紫
明

抄
』

へ
」
(『
源
氏
物
語
古
注
釈

の
世
界
』

平
成

六

・
三
)

「
内

閣
文
庫

蔵

三
冊
本

(内
丙
本
)
『
紫
明
抄
』

に
つ
い

て
」
(『
香
椎
潟
』
39
、
平
成
六

・
三
)
参

照
。

猶
、
他

に
も
古
書
展
の
目
録
な
ど

に
若
干

の
記
述
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
本
表

と

重
複
す
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず
、
龍
門
文
庫

善
本
叢
刊
、

一
○

『紫

明
抄
』

の
解
説

(川
瀬

一
馬
執
筆
)

に
言
う
、
村

口
書
房

に
存
し

て
い
た

「鎌
倉
末

期

の
書
写

と
認

め
ら
れ
る
巻

一
の
古
写
本
」
は
、
現
在

の
慶

磨
義
塾
図
書
館
本

で
あ
り

(
こ
の
こ
と
、

慶
慮
義
塾
図
書
館

の
白
石
克
氏
の
教
示
を
得

た
。

ま
た
、

平
澤
五
郎
氏

も

「慶
慮
義

塾
図
書
館
蔵

[鎌
倉
末
南
北
朝
]
写

『
紫
明
抄

存
巻

一
零
本

ー
解

題
篇

(
一
)
」

『
斯

道
文
庫
論
集
』
三
○
、
平
成
七
年
三
月
、

の
中
で
、
村

口
氏

の
手

に
よ

っ
て
綴
葉
装

か
ら
大
和
綴

に
改
装
さ
れ
た
こ
と
を
述

べ
る
)、
更

に
、
東
京
古
典

会

の
古
典

籍
大

下
見
展
観
大
入
札
会
目
録

に
は
、
昭
和
五
二
年
、
五
五
年

に
同

じ
写
本

が
出
陳

さ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
も
慶
磨
本
と
同

一
の
本

と
思
わ
れ
る
。

(注

10
)

こ
の
項
目

に
関
し

て
は
、
拙
稿

「
『紫
明
抄
』

の
古
筆
資
料

に

つ
い

て
」

(『
香

椎
潟
』

41
、
平
成
八

・
三
)
参
照
。

(注

11
)
『
源
氏
釈
』

の
生
成
過
程

や
現
存
本
文

に

つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹

『
源
氏

物
語

注
釈
史

の
研
究
』
(昭
和

五
五
)
、
拙
著

『
源
氏
釈
諸
本
集
成
』

(昭
和

六

二
)

等
参

照
。

(注

12
)
諸
注
釈
書
が
、
「す

み
ぞ
め

の
」

の
和
歌
を
引
歌
と
し

て
適
切

と

認
定

し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
は
な

い
。
例
え
ば
、
『奥
入
』

二

次
本
大
島
本
)

で
は

「想

は
此

寄
之
心
更
不
叶
」
と
も
述

べ
る
。
あ
く
ま

で
も
、
引
用
本
文

と
し
て
の
議
論
で
あ
る
。

(注

13
)
正
確

に
は
、
桐
壺
～
夕
顔
巻

(巻

一
)、
須
磨
～
少
女
巻

(巻

三
)

橋
姫

～
夢

浮
橋
巻

(巻
十
)

の
三
巻
が
残

っ
て
い
る
。
五
節
参
照
。

(注

14
)
例
え
ば
、
京
都
大
学
文
学
部
本

で
言
え
ば
、
巻
頭
よ
り
夕
顔
巻

ま
で
が
約
五
五

丁
、
若
紫

・
末
摘
花
巻
が
約

一
六
丁
、
紅
葉
賀
～
花
散

里
巻

が
約

二
七

丁
で
あ

り
、

夕
顔
巻

で
巻
冊
を
分
け

て
も
前
半
部
分

の
方
が
多
く
、

こ
れ
を
仮

に
末
摘
花
巻

で
分

け
る
と
す
れ
ば
、
前
半
部
分
は
後
半

の
倍
以
上
の
丁
数

に
な
り
、

き
わ
め
て
バ
ラ

ン

ス
が
悪

い
。

(付
記
)
本
稿

は
、
平
成
七
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

で
の
発
表

に
基
づ

く
も

の
で

あ

る
。
席
上
、
御
教
示
載

い
た
各
位

に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

又
、
『紫

明
抄
』

の
閲
覧

に
御
高
配
を
賜

っ
た
関
係
各
位

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

(追
記
)
校
正

の
段
階

で
岩
坪
健

「伝
宗
長
作

『
紫
塵
残
幽
』

に

つ
い
て
」

(『古
代
中
世

文
学
研
究
論
集
』

一
、
平
成
八
)

に
接
し
た
。
(注

5
)
書

に
、
菅

政
友

旧
蔵

本
な

ど

の
伝
本
を
加
え
、
作
者
や
成
立

に
つ
い
て
総
合
的
に
分
析

し
た
も
の
で
あ

る
。
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